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８．座 
一般に座を設ける目的は締結時の応力を分散することにあり、開孔部に設けるのが一般的です。 

座を設けない場合締結応力、外部応力によってクラックおよび割れが発生することがあります。 

一般的なデザインを以下に示します。 

座に設ける場合Ｔとの差が大きいとヒケ、フローマーク等が発生することがあります。 

なお、締結用ネジについては平ネジを使用し、出来ればワッシャーによって応力分散させるとより

効果的です。 

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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９．通し孔、孔と孔の間隔 
通し孔を設けるにあたり成形品端面に近い場合、また通し孔の間隔が狭い場合締結応力、外部応力

によってクレージングまたは割れが発生することがあるため、適正な距離をとる必要があります。

一般的なデザインを以下に示します。 

孔の場合ゲートと反対側にウェルドが生じるため、外部応力に応じてＬ１、Ｌ２、Ｌ３の安全率をと

る必要があります。 

開孔部の応力 σ０＝  ＝ 

孔間隔Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３は大きい程開孔部にかかる応力が小さくなるので割れにくくなります。 

＊１ ２Ｌ１は一例でありＬ１＋Ｌ３、２Ｌ３、２Ｌ２、の夫々を適宜算入します。 

10．スナップフィット 
材料の剛性とバネ特性を利用した部品の組立方法であり、最も簡単で経済的です。ε設計に関して

は、下記の点にご注意下さい。 

１）ザイロンの瞬間・最大ひずみ（εｍａｘ）は、白化点以下にして下さい。

＜白化点＞ 一般グレード 6％以下

強化グレード 4％以下

２）スナップフィットで組立後はひずみ（ε％）を零になるようにして下さい。

３）応力集中を避けるため、コーナー部にＲを充分に設けて下さい。

σｍａｘ＝Ｋｆ×σ０ εｍａｘ＝Ｋｆ×ε０

Ｐ Ｐ 

[(２Ｌ１＋φ２)－φ２]Ｔ  ２Ｌ１×Ｔ 
＊１ 

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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11．アンダーカット 
ザイロンの成形の際、アンダーカットの構造は下図のように極力避けて設計して下さい。 

・構造上アンダーカットが必要な場合、金型構造（スプリプトピン、スライドコアなど）で処理し

て下さい。（金型設計の章をご参照下さい。）

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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・円形アンダーカットは、次式で表されます。

Δｌ＝      × 

Ｌ ＝ 

Δｌ ：アンダーカット量（mm） 

 Ｓｒ ：実用応力（ＭＰａ） 

 Ｅ  ：曲げ弾性率（ＭＰａ） 

 Ｄ１ ：内径（mm） 

 Ｄ０ ：外径（mm） 

  ν ：ザイロンのポアソン比（非強化系0.36．強化系0.35） 

Ｓｒ１    Ｌ＋ν 
  Ｅ  Ｌ 

Ｄ０
２＋Ｄ１

２ 

Ｄ０
２－Ｄ１

２ 

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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12. 応力の負荷分布と構造計算式
応力比例限度の範囲内では、金属と同じ様に、一般の材料力学の公式が適用できます。

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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13. 各種断面形状の断面二次モーメント 

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/
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面積Ａ、断面二次モーメントｌ、断面係数Ｚおよび断面二次半径ｋ 

【お問い合わせ先】
旭化成エンジニアリングプラスチック総合情報サイト

https://www.asahi-kasei-plastics.com/contact/


